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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代の社会にある事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・日本や世界今起こっていること。起こっていたことに興味を持つ。 

２ 学習の到達目標 

人権の尊重と科学的な研究の精神に基づいて、広い視野に立って、現代の社会と人間につい

ての理解を深めさせ、現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとと

もに自ら人間としての在り方、行き方について考察する力の基礎を養い、良識ある公民とし

て必要な能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:思考・判断・表

現 
c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・現代社会の基本的問

題と人間に関わる事柄

に対する関心を高め、

意欲的に課題を追求

するとともに、社会的事

象を総合的に考察しよ

うとする。態度と平和で

民主的なよりよい社会

の実現に向けて参加、

協力する態度を身に付

ける。 

・現代社会の課題を見

いだし、社会的事象の

本質や人間としての在

り方生き方について多

面的・多角的に考察

し、様々な立場、考え

方を踏まえ公正に判断

して、その過程や結果

を様々な方法で適切に

表現している。 

 

・現代社会の基本的問

題と人間に関わる事柄

に関する諸資料を

様々なメディアを通し

て収集し、有用な情報

を適切に選択して、効

果的に活用している。 

 

・現代社会の基本的

問題と人間としての在

り方生き方に関わる基

本的な事柄や、学び

方を理解し、その知識

を身に付けている。 

 

評
価
方
法 

学習の観察 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまと

めます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

私
た
ち
の
生
き
る
社
会 

・地球環境問題 

 ＊破壊される地球 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○    a:地球環境問題、特に地球温

暖化に対する関心を高め、意欲

的に追究し、自己の在り方を考

えようとしている。 

 

b:地球環境問題、特に地球温暖

化について課題を見いだし、温

暖化防止をどのように図っていく

かを多面的・多角的に考察して

いる。 

 

c:地球環境問題に関する諸資

料を様々なメディアを通して

収集し、学習に役立つ情報を主

体的に選択して活用している。 

 

d:地球環境問題、特に地球温暖

化は、経済発展に伴う二酸化炭

素などの排出、地球環境の汚染

や破壊の問題であることを理

解し、その知識を身に付けてい

る。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



１
学
期 

私
た
ち
の
生
き
る
社
会 

・資源、エネルギー問題 

 ＊限りある資源 

 ＊エネルギー開発と利用 

 ＊人口問題と食料・水資源 

 ＊資源循環型社会の形成 

 

 

 

 

 

○ ○   a:資源・エネルギー問題に対す

る関心を高め、意欲的に考えよう

としている。 

 

b: 資源・エネルギー問題につい

て課題を見いだし、消費・利用に

ついて多面的・多角的に考察し

ている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

  

     c: 資源・エネルギー問題に関す

る諸資料を様々なメディアを通し

て収集し、学習に役立つ情報を

主体的に選択して活用してい

る。 

 

d: 資源は有限であることを理解

し、排出・処分から再利用の在り

方などについて様々な立場でそ

れぞれの考え方があることに気

付くことができる。 

 



１
学
期
・２
学
期 

現
代
の
経
済
社
会
と
国
民
生
活 

・現代の経済社会 

 ＊経済社会の変容 

 ＊市場の仕組み 

 ＊現代の企業 

 ＊国民所得 

 ＊経済成長と国民の福祉 

 ＊金融の役割 

 ＊日本銀行の役割 

 ＊財政の役割と租税 

 ＊日本の財政と課題 

 

・日本経済の特質と国民生活 

 ＊日本の経済と歩み 

 ＊中小企業と農業 

 ＊消費者問題 

 ＊公害防止と環境保全 

 ＊労働問題と労働者の権利 

 ＊こんにちの労働問題 

 ＊社会保障の役割 

○ 

 

 

 

○ 

  ○ 

 

 

 

○ 

a:現代の経済社会における諸事

情に対する関心を高め、社会的

責任について意欲的に追究しよ

うとしている。 

 

b: ・現代の経済社会における課

題を見いだし、消費者、納税者と

しての個人の社会的責任につい

て多面的・多角的に考察し、

様々な立場、考え方を踏まえ公

正に判断している。 

 

c:現代の経済社会における個

人、企業や公的部門の経済活動

に関する諸資料を様々なメディ

アを通して収集し学習に役立つ

情報を主体的に選択して活用し

ている。 

 

d:現代の経済社会における企業

の働き、公的部門の役割と租

税、金融機関の働きなどについ

て理解し、その知識を身に付け

ている。 

 

定期考査 

ワークシート 



３
学
期 

現
代
の
社
会
と
人
間 

・人間として生きる 

 ＊哲学と人間 

 ＊宗教と人間 

 ＊科学と人間 

 ＊自由と幸福 

 ＊人間性の回復と主体性の

確立 

 ＊他者の尊重 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○   a:学ぶことの意義、人間の幸福

と科学、人間の尊厳、正義と自

由の意味を意欲的に追究し、民

主社会において自ら生きる倫理

について考えようとしている。 

 

b:学ぶことの意義などについて

自らの人生とかかわらせながら多

面的・多角的に考察し、社会生

活の変化や様々な立場、考え方

を踏まえ公正に判断している。 

 

c:学ぶことの意義などに関する

諸資料を様々なメディアを通して

収集し、人間としていかに生きる

かについての学習に役立つ情報

を主体的に選択して活用してい

る。 

 

d:学ぶことの意義などについて

理解し、その知識を身に付けて

いる。 

 

定期考査 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習

内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う

観点）について○を付けている。 


